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「
つ
く
し
園
」
は
、現
在
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
23
名
、
昼
間

の
一
時
支
援
9
名
が
通
園
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
施
設
は
、

極
め
て
狭
く
、
長
生
園
地
内

の
建
物
の
2
階
の
た
め
、
園

児
の
移
動
や
災
害
時
の
安
全

確
保
が
困
難
で
あ
る
。
平
成

18
年
6
月
定
例
会
お
よ
び
先

日
の
厚
生
常
任
委
員
会
に
お

い
て
も
、
早
期
の
対
応
、
移

転
を
検
討
中
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
今
後
、
移
転
先
と

の
話
し
合
い
を
進
め
、
実
現

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
市
長

の
見
解
と
具
体
的
な
計
画
を

問

伺
う
。

　
　
　
現
在
、「
つ
く
し
園
」

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

は
承
知
し
て
い
る
。
運
営
委

員
会
で
今
後
の
療
育
事
業
に

つ
い
て
検
討
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
療
育
を
一
貫
し
て
支

援
で
き
る
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
的
な
施
設
整
備
に
つ
い

て
具
体
的
な
検
討
を
早
期
に

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

建
設
さ
れ
て
か
ら
か
な

り
の
年
数
が
経
過
し
て
い
る

公
民
館
や
体
育
施
設
が
あ

り
、
維
持
・
管
理
に
支
障
が

生
じ
つ
つ
あ
る
。「
施
設
白

市
長

問

書
」
に
よ
る
優
先
順
位
を
つ

け
た
修
繕
整
備
計
画
と
と
も

に
、
市
民
に
夢
と
希
望
を
与

え
る
将
来
の
施
設
整
備
計
画

の
策
定
が
必
要
な
時
期
に
き

て
い
る
と
考
え
る
が
、
市
長

並
び
に
教
育
長
の
見
解
を
伺

う
。

　

ま
た
、
伝
統
的
な
文
化
行

事
の
継
続
に
つ
い
て
も
見
解

を
伺
う
。

　
　
　
財
政
問
題
も
あ
り
、

園
部
公
民
館
等
の
改
善
計
画

の
確
立
に
苦
慮
し
て
い
る

が
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

の
推
進
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

市
長

上
で
大
変
重
要
な
要
素
で
あ

る
の
で
、
施
設
の
修
繕
等
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　
伝
統
文
化
行
事
も
地
域
力

の
維
持
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
り
、
継
承
・
発
展
で
き
る

よ
う
努
力
を
し
た
い
。

　
　
　 

　
施
設
の
修
繕
等
に

つ
い
て
は
、実
態
を
把
握
し
、

順
次
、
計
画
的
に
進
め
て
い

き
た
い
。

　
文
化
財
保
護
、
地
域
文
化

祭
事
業
等
に
対
し
て
精
査
を

し
な
が
ら
支
援
を
継
続
し
て

い
き
た
い
。

教
育
長

　
　

陰
湿
で
卑
劣
な
差
別

落
書
き
が
何
度
も
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
市

と
し
て
の
見
解
・
防
止
の

た
め
の
対
策
は
。

　
　
　
許
す
こ
と
の
で
き

な
い
重
大
な
差
別
犯
罪

だ
。
こ
う
し
た
行
為
を
さ

せ
な
い
た
め
に
、
関
係
機

関
と
も
連
携
を
と
り
、
差

別
は
絶
対
に
許
さ
な
い
立

場
で
対
策
を
講
じ
て
お

り
、
今
後
と
も
努
力
を
し

て
い
き
た
い
。

　
　

法
律
や
事
業
を
存
続

さ
せ
る
こ
と
自
体
が
目
的

問市
長

問

で
は
な
い
が
、
法
律
を
制

定
・
実
施
せ
し
め
た
理
由

や
根
拠
と
な
っ
た
差
別
の

現
状
は
今
日
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
具
体
的
に
議

論
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

同
和
地
区
の
住
環
境
は

一
定
、
向
上
し
た
が
、
格

差
や
就
労
実
態
は
、
一
層

困
難
な
状
況
に
あ
る
。
生

活
実
態
を
今
一
度
、
精
査

し
、
実
態
に
即
し
た
施
策

や
教
育
の
課
題
を
明
確
に

し
た
取
り
組
み
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

　

差
別
の
現
状
認
識
、
部

落
問
題
の
解
決
の
施
策
や

考
え
を
伺
う
。

　
　
　
人
権
教
育
や
啓
発

の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
が
、
差
別
事
象
に
も
現

れ
た
よ
う
に
、
完
全
に
解

消
さ
れ
て
い
な
い
。
解
消

に
向
け
た
研
修
会
の
実

施
、
啓
発
活
動
な
ど
、
今

後
と
も
努
力
を
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
・
問
題
に
つ

き
、
十
分
に
認
識
を
し
、

対
応
し
た
い
。

　
　

人
権
教
育
啓
発
推
進

計
画
の
制
定
や
人
権
尊
重

の
社
会
づ
く
り
の
条
例
の

市
長

問

制
定
は
。

　
　
　
推
進
計
画
は
、
人

権
教
育
啓
発
の
基
本
的
な

指
針
で
あ
り
、
本
年
度
中

の
作
成
に
努
力
を
し
て
い

る
。

　
条
例
の
制
定
も
、
今
後

検
討
し
た
い
。
　

市
長

人権施策の充実を

人権学習・啓発活動に努める

南風会
中川　幸朗 議員

市長 修繕等に積極的に取り組む 市長

施設整備計画の
策定が必要では丹政クラブ

森　　爲次 議員

　
　

本
市
に
お
い
て
は
、
子
宝
祝

金
や
入
学
祝
金
、
す
こ
や
か
手

当
等
、
全
国
的
に
も
手
厚
い
子

育
て
支
援
施
策
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
20
年
度
予
算
編
成
に
お

い
て
、
事
業
評
価
し
廃
止
や
統

合
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
財
政

が
厳
し
い
本
市
で
あ
る
が
、
本

来
の
目
的
で
あ
る
投
資
的
効
果

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
子
化

対
策
と
し
て
存
続
す
れ
ば
い
い

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

　
　
　
合
併
前
か
ら
の
施
策
を

全
市
に
広
げ
て
実
施
し
て
い
る
。

市
内
の
出
生
数
は
、
平
成
13
年

問市
長

度
に
は
2
7
7
人
で
あ
っ
た
の

が
、
18
年
度
に
は
2
1
4
人
で

あ
る
。
今
後
、
少
子
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
制
度
の
構
築
が

必
要
で
あ
る
。
祝
金
や
手
当
等

だ
け
で
な
く
、
保
育
所
体
制
や

幼
児
教
育
の
あ
り
方
等
も
見
直

し
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

　
　

す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助

成
事
業
に
つ
い
て
、
条
例
に
は
、

小
学
校
か
ら
高
校
等
終
了
ま
で

の
者
に
対
し
医
療
費
を
助
成
す

る
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
中
学

校
を
卒
業
し
、
未
就
業
の
人
た

ち
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
高
校

問

に
は
受
験
と
い
う
壁
が
あ
り
、

一
定
以
上
の
学
力
の
あ
る
人
で

な
い
と
入
れ
な
い
。
ま
た
私
立

に
お
い
て
は
経
済
的
負
担
も
大

き
い
。
ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
の

人
た
ち
も
お
ら
れ
る
。
未
就
業

者
が
対
象
と
な
る
よ
う
年
齢
で

区
切
る
等
の
条
例
改
正
が
必
要

と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
を
伺

う
。

　
　
　 

未
就
業
の
高
校
生
年
代

の
対
応
は
、
今
後
す
み
や
か
に

検
討
し
、
早
期
に
制
度
上
の
こ

と
も
含
め
決
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　

カ
ン
ポ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

と
の
協
定
書
に
は
、
ダ
イ
オ
キ

市
長

問

シ
ン
類
の
排
出
濃
度
基
準
は
法

的
基
準
と
同
じ
く
0
・
1
と
な
っ

て
い
る
が
、
カ
ン
ポ
自
身
が
自

主
基
準
を
0
・
05
と
し
、
そ
れ
を

上
回
る
と
焼
却
炉
を
停
止
す
る

と
明
言
し
て
い
る
。
住
民
の
安

心
安
全
な
生
活
の
た
め
に
も
、

協
定
書
を
0
・
05
と
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
0
・1
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
い
う
数

値
は
、
一
生
人
間
が
吸
い
続
け

て
も
ま
っ
た
く
人
体
に
は
影
響

の
な
い
数
値
で
あ
る
。

　
0
・05
は
社
内
目
標
値
で
あ
り
、

現
状
の
ま
ま
で
い
き
た
い
。

岸
上
副
市
長

南丹市の将来を担う子どもたち

効果的な子育て
支援策を

幼児教育のあり方も検討市長

　
　

周
辺
部
の
地
域
再
生
と

振
興
を
図
る
に
は
、
今
あ
る

幼
稚
園
や
小
学
校
を
維
持
・

存
続
さ
せ
る
た
め
の
市
と
し

て
の
取
り
組
み
が
重
要
と
考

え
る
が
。

　
　
　
地
域
振
興
に
は
、
学

校
や
郵
便
局
な
ど
の
存
在
と

そ
の
役
割
は
大
き
い
も
の
が

あ
る
。
地
域
住
民
の
意
向
を

ふ
ま
え
な
が
ら
連
携
し
て
い

き
た
い
。

　
　

児
童
数
が
減
少
し
て
き

て
い
る
が
、
子
ど
も
の
教
育

上
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す

問市
長

問

る
教
育
が
必
要
で
は
。

　
　
　 

　
各
学
校
教
育
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
る
。
極
小

規
模
学
級
が
増
え
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
。
今
後
、
ふ
る

さ
と
を
愛
し
、
誇
り
の
持
て

る
子
供
た
ち
を
育
て
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

周
辺
地
域
に
若
者
定
住

化
対
策
と
し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
・

Ｉ
タ
ー
ン
の
奨
励
や
市
営
住

宅
な
ど
住
宅
建
設
の
促
進
を

図
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
公
営
住
宅
の
建
設
は

教
育
長

問市
長

規
制
が
あ
る
。
し
か
し
、ニ
ー

ズ
に
答
え
て
い
く
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
雇
用
の
場
の
確

保
や
交
通
網
の
充
実
な
ど
、

す
ば
ら
し
い
環
境
を
整
え
て

い
く
努
力
は
必
要
で
あ
る
。

　
　

美
山
町
の
地
域
振
興
会

制
度
を
発
展
さ
せ
、
全
市
域

に
「
地
域
自
治
組
織
」
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
が
。

　
　
　
地
域
振
興
会
制
度

は
、
全
国
に
誇
れ
る
制
度
で

あ
り
、
全
市
域
へ
の
拡
充
へ

地
域
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え

な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た

い
。

問市
長

小学校は地域の拠点施設（西本梅小学校）

地域の活性化は
小学校を守ることから

地域住民と連携して

日本共産党・住民協働市会議員団
大西 　一三 議員

市長

桂こけ枝さんを招いて開催された人権講演会 元プロ野球選手に指導を受ける子どもたち

活緑クラブ
川勝　儀昭 議員

　
　

裁
判
に
お
い
て
も
明
ら

か
に
さ
れ
な
か
っ
た
長
生
園

３
千
万
円
の
不
明
金
は
、
長

生
園
で
ど
の
よ
う
に
対
処
さ

れ
て
い
る
か
。
当
時
の
理
事
、

幹
部
の
責
任
は
重
大
と
考
え

る
。

　
　
　
今
、
民
事
事
件
と
し

て
争
わ
れ
て
い
る
。
裁
判
が

確
定
し
た
後
に
助
言
・
指
導

な
ど
対
応
を
考
え
て
い
る
。

理
事
会
に
お
い
て
逐
次
裁
判

状
況
の
報
告
を
受
け
て
い

る
。

問市
長
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